
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  日 程  平成３０年８月２５日（土）  

 会 場  奈良県社会福祉総合センター  

 主 催  社会福祉法人 奈良県社会福祉協議会 

  共 催  奈良県  

 

 

 

 

 

 

 

 共同募金の配分金をうけ 

開催します 

    

 

 

－ 後援（予定） － 

奈良県市長会 奈良県町村会 

奈良県民生児童委員連合会 奈良県市町村社協事務局長会 奈良県内社協職員連絡会 

日本青年会議所近畿地区奈良ブロック協議会 奈良県中小企業家同友会 

奈良県ボランティア連絡協議会 奈良ＮＰＯセンター 奈良県生活支援サービス・活動連絡会 

奈良新聞社 奈良日日新聞社 奈良テレビ放送 ＮＨＫ奈良放送局 



●ね ら い   住み慣れた地域で安心して暮らし続けることは誰もが望むことですが、暮らしの中には

様々な困りごとがあり、暮らしづらさを感じることも少なくありません。 

そんな中、顔の見える身近な地域で住民同士が力を合わせて支え合う小地域福祉活動が

県内でも広がり、わたしたちの暮らしの大きな安心感につながっています。 

このサミットは、このような活動をしている方々が一堂に会し、その取り組みや工

夫を学び合い、より一層元気な活動が広がることを目的に開催します。 

今年のテーマは、「共生の地域づくり」。地域で多様な人がつながり、チカラを合わせ

ることの可能性を探っていきます。 

 

●開催日程   平成３０年８月２５日（土） ９：３０～      受付開始 

                    １０：００～１０：２０ 開会挨拶・オリエンテーション 

                    １０：２０～１１：４０ 基調講演 

                    １３：００～１５：４５ 分科会 

                    

●会  場  奈良県社会福祉総合センター６階大ホール他（橿原市大久保町３２０－１１） 

 

●参加対象  地域で活動している方々、民生･児童委員、ボランティア･NPO等の活動者、当事者、 

市町村社協役職員･関係者、地域包括支援センター職員、社会福祉施設役職員、行政 

職員など。また、地域福祉に関心のある方ならどなたでもご参加いただけます。 

 

●内  容 

 

「であい・つながり・げんきをめざす暮らしづくり 

―つぶやきをひろい、知恵とチカラを出し合う北芝の活動から」 

 

講師 池谷啓介氏（ＮＰＯ法人 暮らしづくりネットワーク北芝） 

 

北芝では、こども・若者・高齢者をはじめ暮らしの主役である住

民のつぶやきをひろって、人と人、人と地域をつなぎ、みんなで楽

しみながら取り組む活動が繰り広げられています。 

地域内外のアイデアやチカラが混ざり合う北芝の実践から、自分

らしく暮らせる共生の地域づくりについて考えます。 

 

基調講演 

1997 年大学卒業後、カンボジアプノンペンにてURC（UrbanResourceCentre）に参加。 
2001 年 9月帰国。国際地域学修士課程にて地域衛生工学を学ぶ。2002年 3月より（社）大阪市人

権協会職員。総合生活相談員として日本でのコミュニティワークを開始。2007年 4月より現職の

NPO法人暮らしづくりネットワーク北芝職員。2011 年度よりパーソナルサポーター箕面担当の

後、現在は生活困窮者自立促進支援モデル事業の担当として日々現場を走り回っている。 



 
住民の「気づき」は、暮らしやすい地域づくりの源 

－「気づき」を活かした多様なつながり・見守り・支え合いのカタチ  

地域では、日常的な活動や生活の営みのなかでの「気づき」をもとに、創意工夫を重ねながら様々

な活動のカタチが生まれています。 

この分科会では、ニュータウン、団地、中山間の３つの地域から、住民の「気づき」を大切にし

た、気にかけ・関わり合う実践を紐解き、安心して暮らせる地域づくりについて考えます。 

実 践 報 告    高橋 進 さん（香芝市/白鳳台自治会会長） 

窪田 康一さん（宇陀市/室生大野まちづくり協議会会長） 

吉田 義男さん（上牧町/片岡台団地 小地域ネットワーク「いざなぎの里」代表） 

コーディネーター    志藤 修史さん（大谷大学 教授） 

子どもを育む地域のチカラに目を向けよう     

－子どもを真ん中に、ともにつながり育ちあう地域づくりへ－ 

近年、子どもの育ちを取り巻く環境の厳しさが言われていますが、その背景には、家庭や学校、地

域など社会の姿が時代とともに変化する中、子どもや親の困りごとが見えにくくなっていたり、時に

は孤立しがちになっている実態もあります。 

この分科会では、“子どもを真ん中においた”様々な活動をもとに「子どもを育む地域のチカラ」

に注目し、地域・子ども・家庭・学校がつながりあい、支え合いながら、“ともに育ちあえる地域づ

くり”について、考えます。 

 実 践 報 告   石谷 哲也さん（大淀町／北野自治会福祉部部長） 

            森永 雅世さん（大淀町／北野自治会「きたのひろば」運営メンバー） 

小峠 忠義さん（桜井市／とまり木の会代表） 

虎杖 德明さん（奈良市／NPO法人都南地域教育振興会理事長） 

 コーディネーター   福沢 俊彦  （奈良県社会福祉協議会 学習支援員） 

 
地域に広がる豊かな居場所             ＜参加型分科会＞ 

家でもなく職場でもなく、行けば心が安らぎ、気兼ねなく過ごせる場所（第３の居場所）づくりが

各地の創意工夫で広がりを見せています。 

この分科会では、地域の色々な「得意技」が混ざり合って展開されている実践を共有し、無理なく

創り＆続けられる居場所について参加者のみなさんで語りあいます。 

実 践 報 告     家令 牧さん （奈良市/たんぽぽこども食堂代表者） 

松波 芳子さん・他（川西町/川西町・サークルお花畑代表） 

本田 隼人さん（田原本町/田原本園副主任） 

上田 由賀さん（吉野町/木の子文庫代表） 

 コーディネーター   酒井  保さん（ご近所福祉クリエーター） 

 
徹底解剖！コミュニティスペースまんま       ＜参加型分科会＞ 

いいばしょづくりから生まれた実践を通して共生の地域づくりを考える  

「コミュニティスペースまんま」は、奈良市社協が地域の人たちと創ったワクワク・楽しい「いい

ばしょ」です。「いいばしょ」は、つどった人たちが今まで知らなかったテーマと出会い、新しいプ

ロジェクトが動き出すきっかけになっています。 

 この分科会では、コミュニティスペースまんまを徹底解剖し、多様な人たちが楽しくチカラを合わ

せる共生の地域づくりのヒントを参加者の皆さんとともに考えます。 

 実 践 報 告        松本 弘子さん（奈良市／鳥見地区社会福祉協議会会長） 

後藤 文造さん（奈良市／奈良市社会福祉協議会地域支援課係長） 

 コメンテーター        池谷 啓介さん（暮らしづくりネットワーク北芝事務局長） 

コーディネーター       金田 喜弘さん（佛教大学 講師） 

第２分科会 

第３分科会 

特別分科会 

第１分科会 



 
「来て・見て・知って」 出展希望団体、大募集！ 

○対 象：県内の小地域福祉活動やボランティアグループ・福祉団体など 

○内 容：資料やポスターによる活動紹介や、生産物の販売・ＰＲ等 

※机２台と椅子６脚を貸与。会場での調理、生ものの販売はご遠慮ください。 

○申 込：お電話で問合せください（０７４４－２９－０１００ 地域福祉課/サミット担当まで） 

●定 員  ４００名（定員になり次第、締切とさせていただきます） 

●参 加 費    無料 

●連絡事項  参加に際し配慮(手話通訳、要約筆記等）の必要な方は、事務局まで事前にお問

い合せください。 

昼食は各自ご用意いただくか、お弁当の斡旋(事前申込制、1,000円税込･お茶付)

をご利用ください。 

●申込手順   

●会場案内 

鉄道アクセス 

近鉄「畝傍御陵前駅（うねびごりょうまええき）」 

東側出口徒歩３分 

 

※できるだけ公共交通機関をご利用ください。 

※お車の場合は、駐車場が少ないため、隣接の有料駐車     

場をご利用ください。（510円/1日） 

※マイクロバス等の駐車場については、近隣の有料駐車

場をご案内しますので、お問合せください。 

活動 PRブース 

•申込締切 平成３０年８月１７日（金）必着 （定員となり次第締切）

•申込方法 ＦＡＸ⇒所定の様式で送信ください
①申込

•受付後、「受付確認票」「参加券」を送付します。

•お弁当申込の場合⇒上記の他に「弁当代請求書」と「弁当引換券」を送付しま
すので、入金をお願いします。（ご入金後のキャンセル・返金はできません）

•前日までに受付確認票が届かない場合は、事務局へご連絡ください。

②受付

•「参加券」と「弁当引換券(申し込まれた方)」をお持ちください。

• 参加をキャンセルされる場合は、必ず事務局へご連絡ください。
③当日

お問合せ 

奈良県社会福祉協議会 地域福祉課 サミット担当 

電話 ０７４４－２９－０１００（内線１２３） FAX ０７４４－２９－０１０１ 


